
10月8日�  幼稚園・保育所 合同運動会 
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広  報�

C o n t e n t s －主な内容－�

○平成１６年度決算�

○トピックス�

○村職員給与などのあらまし�

○あなたの心はお元気ですか？�

○認知症と感じたら�

○生活情報Ｑ＆Ａ「航空機利用のルール」�

10月22日�23日�の２日間にわ
たり和島村最後の生涯学習フェスティ
バルが開催されました。例年以上
の参加があり内容盛り沢山となり
ました。もちろん編集者も取材、
今年のテーマは「飛躍と防災」と
いうことで、自衛隊の車両と長岡
市消防本部のはしご車が展示され、
煙体験コーナーも設けられました。
�もちろん編集者も体験。入り口
から出口まで向かうのですが、徐々
に煙に見立てた霧が濃くなり、前
が全く見えなくなりました。出口
を開けてもらいようやく脱出。煙
の恐ろしさについて実感させられ
ました。�さて、もちろん生涯学
習フェスティバルはこれだけでは
ありません。芸能発表の様子など
来月号でさらに詳しくご紹介いた
します。 

和島村の人口と世帯数�
人　口　5 , 0 2 5人（＋６人） 
　●男　2 , 4 0 8人（＋４人） 
　●女　2 , 6 1 7人（＋２人） 
世帯数　1 , 3 1 3戸（±０戸） 

※９月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま�
平成17年11月１日発行　№387 

発　行：和島村役場 
編　集：企画観光課 
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平 成�
16年度�
平 成�
16年度�

土木費�
5億1,106万4千円�

15.5％�

土木費�
5億1,106万4千円�

15.5％�

総務費�
4億3,275万�
5千円�
13.2％�

農林水産業費�
2億8,228万�
7千円�
8.6％�

農林水産業費�
2億8,228万�
7千円�
8.6％�

教育費�
5億7,724万6千円�

17.5％�

公債費�
3億5,614万�
8千円�
10.8％�

民生費�
3億8,584万�
4千円�
11.7％�

民生費�
3億8,584万�
4千円�
11.7％�

災害復旧費�
3億1,266万�
1千円�
9.5％�

災害復旧費�
3億1,266万�
1千円�
9.5％�

その他�
2億6,596万�
2千円�
8.0％�

衛生費�
1億7,115万7千円�

5.2％�

　内　訳�
議会費�
労働費�
商工費�
消防費�

�
6,041万2千円（1.8％）�
366万9千円（0.1％）�
6,609万8千円（2.0％）�

1億3,578万3千円（4.1％）�

地方交付税�
13億7,092万8千円�

39.8％�

地方交付税�
13億7,092万8千円�

39.8％�

国県支出金�
2億8,060万�
7千円�
8.2％�

交付金・譲与税�
1億3,339万4千円�

3.8％�

村債�
7億3,010万円�
21.2％�

村税�
3億5,462万�
6千円�
10.3％�

村税�
3億5,462万�
6千円�
10.3％�

分担金及び負担金・�
使用料及び手数料�
5,872万1千円�
　　　   1.7％�

諸収入�
7,100万9千円�
2.1％�

その他�
4億4,489万9千円�

12.9％�

歳出総額�
32億9,512万4千円�

73.0％�

自�

依�

存�

財�

源�
�

主�
財�

源�

27.0％�
歳入�

34億4,428万4千円�

�

その他�
4億4,489万9千円�

12.9％�

公債費�
3億5,614万�
8千円�
10.8％�

各  指  数�

・財政力指数 0.233�

・経常収支比率 88.6％�

・起債制限比率 9.4％�

・公債費負担比率 11.8％�

・標準財政規模 16億6,899万�
6千円�

・税の徴収率 99.0％�

・積立金残高 9億6,034万�
1千円�

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
般
会
計
を
中
心

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

平
成
16
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
が
去
る
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
�

�
一
般
会
計�

一
般
会
計
歳
入
総
額
は
34
億
４
、
４

２
８
万
４
千
円
、
前
年
対
比
26
・
１
％

増
、
歳
出
総
額
は
32
億
９
、
５
１
２
万

４
千
円
、
同
23
・
５
％
増
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
要
因
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

7
・
13
水
害
と
10
・
23
中
越
大
震
災
の

災
害
復
旧
費
が
多
額
に
上
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
実
質
収
支
額
に
つ
き

ま
し
て
は
、
８
２
、
０
８
９
千
円
で
黒

字
決
算
と
な
り
、
各
指
数
に
つ
い
て
は

上
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�
特
別
会
計�

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

介
護
保
険
、
三
島
郡
介
護
認
定
審
査
会

の
各
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
一
般
会

計
と
同
様
に
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
�

�
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特別会計決算状況�

会　計　名� 歳 入 額� 歳 出 額� 差 引 額�

3,271万円�国民健康保険�
特 別 会 計 �

1,062万1千円�老 人 保 健 �
特 別 会 計 �

500万�農業集落排水事業�
特 別 会 計 �

2,524万2千円�公共下水道事業�
特 別 会 計 �

767万円�介 護 保 険 �
特 別 会 計 �

61万8千円�

3億1,512万�
6千円�

5億4,035万�
5千円�

2億  788万�
2千円�

5億　638万�
8千円�

2,120万4千円�

3億4,783万�
6千円�

5億5,097万�
6千円�

2億1,288万�
2千円�

5億3,163万円�

3億9,360万�
3千円�

3億8,593万�
3千円�

2,182万円�
2千円�

三島郡介護認定�
審査会特別会計�

村債残高（一般会計分）�

財 政 融 資 資 金 �

簡 保 資 金 �

市 中 銀 行 �

公営企業金融公庫、�
そ の 他 �

計�

24億5,668万1千円�

3億7,848万7千円�

2億6,070万1千円�

�
2億9,898万2千円�

33億9,485万円1千円�
���

○
財
政
力
指
数�

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
指

数
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
数
字

が
１
に
近
い
ほ
ど
財
政
的
に
豊
か
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。�

�

○
経
常
収
支
比
率�

　
経
常
的
収
入
に
対
し
て
、
人
件
費
や

公
債
費
と
い
っ
た
毎
年
必
ず
出
て
い
く

お
金
の
割
合
が
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て

い
る
か
を
示
す
値
で
す
。
こ
の
値
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
自
由
に
使
え
る

（
道
路
や
建
物
を
つ
く
る
な
ど
）
お
金

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

○
起
債
制
限
比
率�

　
「
起
債
制
限
比
率
」
と
は
、
公
共
団

体
に
お
け
る
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担

の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
の
一
つ
で

す
。
こ
の
指
標
は
、
地
方
債
の
許
可
の

制
限
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
 20
％
以
上

の
団
体
に
対
し
て
は
、
一
般
単
独
事
業

な
ど
の
た
め
の
地
方
債
の
発
行
が
国
に

よ
り
制
限
さ
れ
ま
す
。�

�

○
公
債
費
負
担
比
率�

　
公
債
費
に
充
て
ら
れ
た
一
般
財
源
の

一
般
財
源
総
額
に
対
す
る
割
合
を
「
公

債
費
負
担
比
率
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

率
が
高
い
ほ
ど
財
政
運
営
の
硬
直
性
が

高
く
な
る
、
つ
ま
り
使
え
る
お
金
が
少

な
く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

村民一人�
当たりの�
村税負担額�

村民一人�
当たりに�
使われた額�

　一般会計の歳出に係る主要事業�
費 用 名� 主　　要　　事　　業�

土 木 費 �
�
�
総 務 費 �
�
�
農林水産業費�
�
�
教 育 費 �
�
�
公 債 費 �
�
民 生 費 �
�
�
衛 生 費 �
�
商 工 費 �
�
�
消 防 費 �
�
災害復旧費�

村道整備事業、除雪機整備・除排雪関係費、�
公共下水道事業特別会計繰出金�
�
参議院議員・県知事選挙費、基金積立、交通対策関係費�
合併協議会負担金、統計調査関係費�
�
生産調整関係費、大型農業機械購入費補助　　　　�
県営ほ場整備事業、農業集落排水事業特別会計繰出金�
�
島小100周年記念事業補助金、生涯学習事業、こなかクラブ事業�
統合小学校用地買収・造成工事、埋蔵文化財発掘調査事業�
�
長期借入金の元利償還金�
�
老人福祉対策事業、社会活動促進対策事業、�
子育て支援センター事業、児童クラブ事業、災害救助費�
�
保健衛生活動事業、合併処理浄化槽設置整備補助金�
�
商工業振興、観光関連事業、�
良寛の里・オ－トキャンプ場・道の駅管理運営事業�
�
消防団費、防災関連経費�
�
農地農業用施設・治山・林業施設・道路・河川・幼稚園・�
保健体育施設災害復旧費�
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今
年
も
ハ
ッ
ス
ル
　
村
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会�

秋
の
和
島
路
を
快
走�

親
子
仲
良
く
　
ハ
ッ
ス
ル�

最
後
ま
で
頑
張
り
ぬ
く
力
を
育
て
よ

う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
島
田
小
学

校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
９
月
28
日
�

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

準
備
体
操
を
終
え
る
と
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
。
学
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
コ
ー

ス
を
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。
�

こ
の
日
は
晴
れ
の
天
候
と
な
り
、
マ

ラ
ソ
ン
を
す
る
に
は
少
し
高
め
の
気
温

と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
応

援
に
駆
け
つ
け
た
父
母
や
祖
父
母
ら
の

声
援
を
受
け
、
秋
の
和
島
路
を
快
走
し

て
い
ま
し
た
。
�

今
年
で
27
回
目
と
な
る
村
老
連
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
９
月
27
日
�
、農
村
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

開
会
式
の
後
、
準
備
体
操
で
体
を
ほ

ぐ
す
と
い
よ
い
よ
競
技
が
開
始
。
ど
じ
ょ

う
す
く
い
レ
ー
ス
や
玉
入
れ
な
ど
お
な

じ
み
の
競
技
の
ほ
か
、
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
の
ゲ
ー
ム

な
ど
含
め
て
午
前
、
午
後
あ
わ
せ
て
13

も
の
競
技
や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん

は
大
き
な
声
援
に
支
え
ら
れ
、
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
健
脚
ぶ
り
で
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
�

�

�
10
月
８
日
�
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
幼
稚
園
・
保
育
所
合
同
に
よ

る
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

子
ど
も
た
ち
は
か
け
っ
こ
や
玉
入

れ
な
ど
、
そ
し
て
親
子
競
技
な
ど
様
々

な
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
普
段
に
も

増
し
て
元
気
に
会
場
を
駆
け
回
っ
て

い
ま
し
た
。
�

少
々
運
動
不
足
気
味
の
父
母
ら
も
こ

の
日
ば
か
り
は
大
ハ
ッ
ス
ル
。
親
子
仲

良
く
手
を
つ
な
い
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
レ
ー

ス
に
の
ぞ
み
、
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ

を
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
大

勢
の
父
母
や
祖
父
ら
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
子
や
孫
の
大
奮
闘
に
大
き
な
声
援

と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
�

�
�
親
子
す
ず
割
り
�

�
応
援
に
も
力
が
入
り
ま
す
�

�
ど
き
ど
き
レ
ー
ス
�

4

トピックス�

秋
の
古
民
家
に
や
さ
し
い
音
色�

実
り
の
秋
　
昔
な
が
ら
の
稲
刈
り
体
験�

交
差
点
で
は
左
右
を
確
認
！�

奉
仕
の
心
　
道
徳
の
心
を
養
う�

９
月
21
日
�
〜
９
月
30
日
�
ま
で
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
�

和
島
村
で
も
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ

ん
や
駐
在
が
小
中
学
校
通
学
路
の
危
険

箇
所
に
立
ち
、
街
頭
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
。
�

21
日
に
は
桐
島
小
学
校
前
の
交
差
点

で
村
長
が
街
頭
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

今
年
の
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
向
け

標
語
は
「
お
も
い
や
り
　
人
に
車
に
　

こ
の
街
に
」
で
す
。
安
全
に
十
分
注
意

し
て
運
転
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�

９
月
23
日
�
も
て
な
し
家
に
お
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
島
夢
来
考
房
主
催
で
「
秋

の
夜
長
を
楽
し
む
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
も

て
な
し
家
」
が
昨
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン

以
来
１
年
半
経
過
し
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
感
謝
と
お

礼
の
意
味
を
こ
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
�

バ
ン
ブ
ー
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
�
と
き

ゆ
う
じ
�
さ
ん
の
「
ワ
イ
ヤ
ラ
」
と
い

う
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
奏
と
ト
ー
ク
で

し
た
。
�

古
民
家
の
雰
囲
気
に
合
っ
た
な
つ
か

し
い
曲
が
、
竹
で
作
ら
れ
た
サ
ッ
ク
ス

の
郷
愁
を
さ
そ
る
調
べ
に
乗
っ
て
も
て

な
し
家
の
高
い
天
井
に
響
き
わ
た
り
幻

想
的
な
空
間
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
�

９
月
22
日
�
島
田
小
学
校
５
年
生
の

児
童
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
共

に
稲
刈
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た

９
月
29
日
�
桐
島
小
学
校
５
年
生
も
稲

刈
り
を
行
な
い
ま
し
た�

こ
れ
は
毎
年
体
験
学
習
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
鎌
を
片
手
に

軍
手
、
長
靴
姿
の
子
供
た
ち
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
を
刈

り
取
っ
て
い
ま
し
た
。�

こ
の
日
は
、
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

大
変
暑
い
日
と
な
り
、
長
袖
姿
の
子
ど

も
た
ち
は
少
し
バ
テ
気
味
の
様
子
で
し

た
が
、
米
作
り
の
大
変
さ
を
身
を
も
っ

て
体
験
し
て
い
ま
し
た
。�

 
 

　
10
月
22
日
�
桐
島
小
学
校
の
創
立
記

念
日
に
あ
わ
せ
全
校
児
童
が
奉
仕
活
動

を
行
な
い
ま
し
た
。
�

こ
れ
は
児
童
の
道
徳
心
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
る
も
の
で
、
毎
年
こ
の
時

期
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

今
年
は
学
校
生
活
で
は
中
庭
や
用
具

道
具
置
き
場
な
ど
普
段
の
学
校
生
活
で

は
清
掃
し
な
い
と
こ
ろ
を
入
念
に
掃
除

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ

中
庭
の
池
の
中
ま
で
入
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
は
一
生
懸
命
掃
除
を
し
て
い
ま

し
た
。
掃
除
が
終
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
表
情
は
と
て
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。
�

5



 
10
月
14
日
�
、
幼
稚
園
親
子
対
象

に
健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
食
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
子
ど
も

た
ち
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
体
」
を
健

や
か
に
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
ゆ
で
卵
の
か
わ
を
む
く
の
が
難
し

か
っ
た
！
」
 

「
卵
を
ビ
ニ
ー
ル
に
い
れ
て
つ
ぶ
す

の
は
、
ち
ょ
っ
と
楽
し
か
っ
た
」
 

「
赤
ピ
ー
マ
ン
（
パ
プ
リ
カ
）
も
ニ

ン
ジ
ン
も
食
べ
れ
た
！
」
 

「
ま
た
作
っ
て
み
た
い
！
」
 

　
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き

な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
ロ
ー
ル
サ
ン

ド
を
巻
い
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
作
っ

た
料
理
は
格
別
な
の
か
、
ふ
だ
ん
は

苦
手
な
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ロ
ー
ル
サ

ン
ド
を
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
手
を
だ
さ
な
い
で
じ
っ

と
見
守
っ
た
お
母
さ
ん
も
、
張
り
切

る
わ
が
子
の
姿
を
見
た
り
、
わ
が
子

の
作
っ
た
ロ
ー
ル
サ
ン
ド
を
食
べ
る

な
ど
、
幸
せ
な
時
間
を
す
ご
さ
れ
た

様
子
で
し
た
。
 

　ＪＲ東日本では、線路のリフレッシュ工事のため、平成17年11月7日�～11月11日�の10時00分頃

から15時30分まで、越後線の出雲崎駅から吉田駅の間で、一部の列車を運休し、バスによる代行運転をさ

せていただきます。このため、運転時刻・接続列車等に大幅な変更がございますのでご注意ください。�

　特に「吉田駅12時38分発の列車」はバス代行のため、「柏崎駅14時19分発　特急北越6号金沢行き」

に接続いたしませんのでご了承ください。なお、そのほかの列車につきましては、駅におたずねいただくか、

駅にございますポスター、チラシをご覧下さい。�

　ご利用のお客様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。�

越後線　出雲崎駅～吉田駅間�

11月7日�～11月11日��11月7日�～11月11日��期間�

【お問合せ先】�

ＪＲ東日本新潟支社�

ホームページ　http://www.jrniigata.co.jp/�

営業部企画課　�025－248－5141
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生 涯 学 習 情 報 �

第
２６
回
村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル�

     

大
会
参
加
者
募
集�

電
話
番
号
74
―
３
１
１
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
74
―
３
５
０
０�

☆
11
月
13
日
��

☆
11
月
27
日
��

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

 

■
日
　
時
�

　
平
成
17
年
11
月
13
日
�
８
時
〜
 

■
会
　
場
　
　
�

出
雲
崎
町
民
体
育
館
（
直
接
会
場
へ

お
越
し
願
い
ま
す
）
 

■
参
加
資
格
　
�

出
雲
崎
町
・
寺
泊
町
・
和
島
村
に
在

住
ま
た
は
勤
務
、
在
学
し
て
い
る
者

で
、
性
別
、
年
齢
は
問
わ
な
い
。
ま

た
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
編
成
も
自

由
と
す
る
。
 

■
参
 
加
 
料
　
　
�

　
無
　
料
 

■
登
録
人
員
　
　
�

１
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
は
３
名
以
上

６
名
以
内
と
し
、
監
督
は
選
手
を
兼

ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
プ
レ
ー
す

る
人
は
５
名
以
内
）
 

■
申
込
期
限
　
　
�

　
11
月
９
日
�
ま
で
 

■
お
申
込
み
　
　
　
�

教
育
委
員
会
に
あ
る
所
定
用
紙
に
て

申
込
み
下
さ
い
。
 

■
練
習
兼
講
習
会
�

11
月
９
日
�
、
12
日
�
 

午
後
７
時
〜
９
時
ま
で
 

農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

（
大
体
育
館
）
 

■
お
問
合
せ
�

　
和
島
村
教
育
委
員
会
ま
で
 

 

10
月
９
日
�
、
長
岡
地
域
広
域
行
政

組
合
主
催
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指
導

者
講
習
会
及
び
合
同
練
習
が
農
村
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
公
認
講
師
の
工
藤
憲
氏
を
迎
え
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
参
加
し
た
約

１
０
０
名
の
指
導
者
や
選
手
ら
は
、
熱

の
こ
も
っ
た
指
導
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
 

� 11
月
20
日
�
�

午
前
8
時
３０
分
開
会
�

■
会
　
場
�

　
北
辰
中
学
校
　
体
育
館
 

■
参
加
資
格
�

中
学
生
以
上
の
村
民
及
び
村
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
者
 

■
チ
ー
ム
編
成
�

監
督
・
選
手
を
含
め
て
10
名
以
内
と

す
る
。
但
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
員
は
１
チ
ー
ム
３
名
以
内
と

す
る
。（
選
手
の
重
複
は
認
め
な
い
。
） 

■
参
加
申
込
�

11
月
11
日
�
ま
で
に
体
育
協
会
事
務

局
（
役
場
　
教
育
委
員
会
）
へ
申
し

込
み
下
さ
い
。
 

■
お
問
合
せ
�

　
体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
）
 

 

和島村村史　村落史のご案内�和島村村史　村落史のご案内�
◎和島村史�
資料編Ⅰ（自然・原資古代・中世・文化財） ４,７００円 
資料編Ⅱ（近世） ４,０００円 
資料編Ⅲ（近現代・民俗） ４,０００円 
通史編 ７,０００円 
 
◎和島村村落史�
①阿弥陀瀬村 １,０００円 
②小島谷村 １,５００円 
③上桐三ヶ村 １,５００円 
④保内郷 １,７００円 
⑤中沢郷 １,７００円 
⑥荒巻川沿いの村  々 １,７００円 
⑦嶋崎両村 ２,３００円 
⑧下富岡・若野浦両村 １,０００円 
 
※和島村史及び和島村落史は単品の購入も出来ま
す。組み合わせは自由です。 
購入を希望される方は、和島村教育委員会（�７４
－３１１１）にご連絡ください。 
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和島村職員の給与などのあらましを村民のみなさんに公表します�

（1）　人件費の状況（普通会計決算）�

339,288千円� ５，３８６千円�

一人当たり給与費�
（Ｂ／Ａ）�

（3）　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況�

一 般 行 政 職 � 技 能 労 務 職 �
区 分 �

３６１，６２８円� 42.8歳�３４７，６９３円� 46.3歳�新潟県�

（平成17年４月１日現在）�

平成16年度�
５，０３３人� 3,263,048

千円� 千円� 千円� ％� ％�
82,089 536,665 16.5       19.6

区　　分�
住民基本台帳人口�
　　　（16年度末）�

歳　　出　　額�
　　　　　　Ａ�

実　質　収　支�人　　件　　費�
　　　　　　Ｂ�

人　件　費　率�
（Ｂ／Ａ）�

（参考）平成15年�
度の人件費率�

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。�

（2）　職員給与費の状況（一般会計予算）�

平成17年度� ６３人� 226,577千円� 23,339千円� 89,372千円�

区　　分�
職　　員　　数�
　　　　　　Ａ�給　　　　　料�職　員　手　当�

給 与 費 �

期末・勤勉手当�　　　計　　　�　　　　　　Ｂ�

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。�
　　　２．給与費は当初予算に計上された額である。�

３０５，８００円� 41.1歳�２３０，７００円� 49.3歳�和島村�

平均給料月額�平均年齢�平均給料月額�平均年齢�

和 島 村 �

決定初任給�２年後の給料� ２年後の給料�初 任 給 �
区　　分�

国�

大学卒�170,700円�184,400円�170,700円�184,400円�
一般行政職�

138,800円�148,500円�138,800円�148,500円�高校卒�

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。�

（5）　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

区　　　　分� 経験年数10年以上15年未満�

２，８８３百円�

２，５２５百円�

３，２２４百円�

３，０８６百円�

経験年数20年以上25年未満�

大 学 卒 �
一般行政職�

高 校 卒 �

（平成17年４月１日現在）�

（7）　年齢別職員構成の状況�

区　分�
20歳�
未満�

20歳�
～23歳�

24歳�
～27歳�

28歳�
～31歳�

32歳�
～35歳�

36歳�
～39歳�

40歳�
～43歳�

44歳�
～47歳�

48歳�
～51歳�

52歳�
～55歳�

56歳�
～59歳�

60歳�
以上�

計�

―人� 1人� 9人� 6人� 10人� 9人� 4人� 3人� 5人� 13人� 10人� ―人� 70人�職員数�

（平成17年４月１日現在）�

（注）１．和島村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。�
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。�

（6）　一般行政職の級別職員数の状況� （平成17年４月１日現在）�

区　　　分�

標 準 的 な �
職 務 内 容 �

職 員 数 �

構 成 比 �

１　級�

初級係員�
の職務�

―人� 5人� 6人� 16人� 9人� 2人� 6人� 2人� 46人�

―％� 10.9％� 13.0％� 34.8％� 19.7％� 4.3％� 13.0％� 4.3％� 100％�

中級係員�
の職務�

上級係員�
の職務�

主任の職務�
主査の職務�

係長の職務�
所長・園長�
の職務�

５級の職務で�
任命権者が�
指定する職務�

課長・局長・参事�
の職務�

２　級� ３　級� ４　級� ５　級� ６　級� ７　級�

７級の職務で�
任命権者が�
指定する職務�

８　級� 計�

（4）　職員の初任給の状況�
（平成17年４月１日現在）�

8

一般行政�

特別行政�

公営企業等�
会　　計�

計 �

（各年４月１日現在）�

区分�

増減数�

職員数�

増減数�

職員数�

増減数�

職員数�

増減数�

職員数�

12年�
計画前年�

13年�
1年目�

14年�
2年目�

15年�
3年目�

17年�
5年目�

16年�
4年目�

（参考）�
数値目標�

　 △３ △６ １ ２ △１ �

５４ ５１ ４５ ４６ ４８ ４７ ４９�

　 　 　 　 　 △１ �

１７ １７ １７ １７ １７ １６ １６�

　 　 ４    �

４ ４ ８ ８ ８ ８ ４�

�

７５ ７２ ７０ ７１ ７３ ７１ ６９�

（8）　職員の手当の状況�

区　分�

期末手当�

勤勉手当�

退職手当�

和 島 村 � 国�

（１６年度支給割合）�

（支給率）�

勤続20年�

勤続25年�

勤続35年�

最高限度額�

その他の加算措置�

定年前早期退職特別措置�

（２％～20％加算）�

（退職時特別昇給  定年又は勧奨 １号）�

１人当たり平均支給額　4,070千円�

自己都合�

21.00月分�

33.75月分�

47.50月分�

59.28月分�

勧奨・定年�

27.30月分�

42.12月分�

59.28月分�

59.28月分�

（支給率）�

勤続20年�

勤続25年�

勤続35年�

最高限度額�

その他の加算措置�

定年前早期退職特別措置�

（２％～20％加算）�

自己都合�

21.00月分�

33.75月分�

47.50月分�

59.28月分�

勧奨・定年�

27.30月分�

42.12月分�

59.28月分�

59.28月分�

期末手当�
3.0月分�

勤勉手当�
1.4月分�

全 職 種 �
0円�
0円�
0％�
1　�

区　　　　　　　　分�
特殊勤務�

手　　当�

（平成15年度）�

時 間 外 �

勤務手当�

平成16年度�
支 給 総 額 �

職員１人当たり平均支給年額� ２２９千円�

７，３２９千円�

１１４千円�

１６，２２７千円�

支 給 総 額 �

職員１人当たり平均支給年額�
平成15年度�

手当名�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

内　　　　　　　　容�国の制度�との異同�

同じ�

同じ�

同じ�

支給職員1人当たり�
平均支給年額�

２２９，６２８円�

１１０，４００円�

４９，５９５円�

支給�
実績�

８，０３７千円�

４４２千円�

１，８３５千円�

�

扶養親族のある職員に支給�

自ら居住するための住宅等の世帯主に支給�

通勤のため必要とされる運賃等の支給�（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。�

（平成１７年４月１日現在）�

（11）　定員適正化計画の進捗状況�

　
村
民
の
皆
さ
ん
、和
島
村
の
職
員
給
与
等

の
実
情
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。�

（9）　特別職の報酬等の状況�

区　　分�

村　　　長�

助　　　役�

収　 入　役�

教　育　長�

村　　　長�

助　　　役�

収　入　役�

教　育　長�

給料月額×勤続月数×４４／１００�

給料月額×勤続月数×２６／１００�

給料月額×勤続月数×２３／１００�

給料月額×勤続月数×２０／１００�

712，000円�

570，000円�

534，000円�

499,000円�

255，000円�

189，000円�

181，000円�

1.60月分�

1.70月分�

�

3.30月分�

６月期�

12月期�

�

　計�

６月期�

12月期�

�

　計�

1.60月分�

1.70月分�

�

3.30月分�

議　　　長�

副　議　長�

議　　　員�

期末手当支給割合�給料・報酬月額�

給

　

料

�

報

　

酬

�

退
職
手
当�

（平成１７年４月１日現在）�
（10）　部門別職員数の状況と主な増減理由�

（各年４月１日現在）�

職 員 数 �対前年�
増減数�

主 な 増 減 理 由 �
平成16年�

２�
１７�
４�
１３�
３�
６�
１�
２�

２�
１５�
４�
１３�
３�
４�
１�
５�

民間委託による減　合併事務による減�

�

災害復旧による業務増�

園児数減に伴う教諭の減�

災害復旧による業務増�
事務量のみなおし�

－2

48 47

17 16

17 16

2 3�
56

8 8

73［74］�71［74］�

－2

　�

3

－1�

－1�

－1�

1�
－1

－2

議　会�
総　務�
税　務�
民　生�
衛　生�
農林水産�
商　工�
土　木�

小　計�

教　育�

小　計�

下水道�
その他�

小　計�

合　　　計�

平成17年�

一

般

行

政

部

門

�

部
　
　
門�

特
別
行
政�

会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

（注）１．職員数は一般職に属する職員数である。�
　　　２．［　］内は、条例定数の合計である。�

（注）１．計画期間は、13年～17年の５年間である。�

災害復旧による区分移動�

（加算措置の状況）�
職制上の段階、職務の級等による加算措置�

（１６年度支給割合）�

期末手当�
3.0月分�

勤勉手当�
1.4月分�

（加算措置の状況）�
職制上の段階、職務の級等による加算措置�

手当の名称�

行旅病人等�
収容手当�

行旅病人の救護又は行旅死亡人の�
埋葬等の事務に従事した場合に支給�

1回につき�
行旅病人　　2,900 円�
行旅死亡人   1,000 円�

主な支給対象業務� 左記職員に対する支給単価�

支 給 実 績（ １６ 年 度 決 算 ）�
支給職員１人当たり平均支給年額（１６年度決算）�
職員全体に占める手当支給職員の割合（１６年度）�
手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）�

区分�
部門�

部門�
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INFORMATION

○�

○�

○�

○� INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報�

歯
の
健
康

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー�

歯
の
健
康

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー�

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー�

11月の救急診療のご案内�

■休日救急当番医表�

水�木�金�土�火�月�日�

Ｑ
　
よ
く
「
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
」
と

言
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、「
ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
」
と
は
何
で
す
か
？
�

�Ａ
　
「
8
0
2
0（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ

ル
）運
動
」
こ
と
を
指
し
ま
す
。
厚

生
労
働
省
と
日
本
歯
科
医
師
会
が

中
心
に
す
す
め
て
い
る
運
動
で
、80

歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
と
う
と
い
う
も
の
で
す
。
何

で
も
よ
く
噛
め
、お
い
し
く
食
事
を

す
る
た
め
に
は
、20
本
以
上
の
歯
を

保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
定
期
歯
科

健
診
と
予
防
管
理
を
し
っ
か
り
と

行
う
こ
と
で
、80
歳
に
な
っ
て
も
20

本
以
上
の
歯
を
健
康
に
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

　
歯
を
失
う
原
因
で
最
も
多
い
の

は
歯
周
病
で
す
。
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
っ
て
い

て
も
、ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
処

置
で
き
る
た
め
歯
を
健
康
に
保
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

　
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で
定
期
歯
科

健
診
、正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
、

80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を

保
ち
、お
い
し
い
食
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

11月の納税・納入�

国 民 健 康 保 険 料 �

介 護 保 険 料 �

保 育 所 保 育 料 �

幼 稚 園 保 育 料 �

11月�

                 1 2 3  4 5�

  6 7 8 9 10  11 12   

 13 14 15 16 17 18 19   

 20 21 22 23 24 25 26   

 27 28 29 30 �

『みしま産業まつり』�

◆期　日／1１月３日（祝）�
◆会　場／みしま会館�
◆内　容／農産物品評会、芸能発表、バザーなど。�
◆問合せ／長岡市三島支所産業課（�42－2221）�

長岡市�

『北前船の講演会』�

◆期　日／1１月６日（日）　午後２時～�
◆会　場／天領の里『多目的ホール』�
◆内　容／華やかなりし出雲崎湊の姿を浮き彫りにす

る講演会です。�
◆問合せ／天領の里時代館（�78－4000）�

出雲崎町�

『来伝天神合格祈願祭』�

◆期　日／11月27日（日）�
◆会　場／菅原神社�
◆内　容／学問の神様として知られる菅原道真公にあ

やかり合格祈願を行う祭礼。毎年大勢の受
験生や保護者などが訪れます。参拝者には
お札や絵馬、「ごを書く石（合格石）」な
どが贈られます。�

◆問合せ／孫四郎商店（�58－2425）�

栃尾市�

場所：子育て支援センター「にこにこルーム」（和島幼稚園内） 
時間：午前9時30分から午後3時（お好きな時間帯に遊びに来てください。） 
※歌・手遊び・紙芝居などは曜日に関係なく毎日行っています。 
○お問合せ：和島保育所（�74－3078） 

2日 

9日 

16日 

○今月のわくわくデー（水曜日）�
伝承遊び 

絵本に親しみましょう 

おもちゃを作ろう 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

○曜日別メニュー�
リズム遊び 

みんなで遊ぼう 

わくわくデー 

体を動かそう 

作って遊ぼう 

23日 

30日 

テーマ 

祝日のためお休み 

誕生会・発育測定 

好きな遊びを楽しむ 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�

診療科目 診療時間 
長岡市休日急患診療所（�35－8255） 

長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科 

歯科 

9：00～18：00

9：00～16：00

区　　分 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

明 石 医 院  
小 林 真 紀 子  
レディースクリニック 
丸 岡 医 院  
トマトレディスクリニック 
セ ント ポ ー リ ア  
ウィメンズクリニック 
明 石 医 院  

3日� 

6日� 
 

13日� 
20日� 

23日��
 

27日��

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  
 
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  
 
長 岡 中 央 綜 合 病 院  

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■お問い合せ及び連絡先�

長岡赤十字病院  

長岡中央綜合病院 

立 川 綜 合 病 院  

明 石 医 院  

�28－3600 

�35－3700 

�33－3111 

�32－3262

小 林 医 院  

セントポーリアウィメンズクリニック 

トマト・レディス・クリニック 

丸 岡 医 院  

�27－7755

�21－0800 

�39－7111 

�39－2422 

午前10時～午後５時 

あいさつは　心をこめて　自分から　桐島小学校3年　大久保真衣　（平成16年度）�13

今�月�の�テ�ー�マ�

航空機利用の新ルール�

　
い
ま
や
多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近
に
な
っ

た
飛
行
機
の
旅
で
す
が
、
近
年
、
乗
客
に

よ
る
迷
惑
行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
空
の
旅
を
楽
し
む
た
め
に
、

航
空
機
を
利
用
す
る
一
人
一
人
が
、
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
�

��

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
や
航
空
機
テ
ロ
な
ど

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
航
空
機
内

へ
の
危
険
物
の
持
ち
込
み
は
法
律
に
よ
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
航
空
機
内
に
持

ち
込
め
な
い
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

�

航
空
機
内
へ
の
危
険
物
の
持
ち
込
み

制
限
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
 14
年

5
月
か
ら
航
空
法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、

「
人
を
殺
傷
す
る
に
足
る
べ
き
も
の
」
は

す
べ
て
、
機
内
へ
の
持
ち
込
み
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
持
ち
込
み
が
禁
止

さ
れ
て
い
た
銃
刀
類
、
火
薬
類
、
可
燃
物

質
な
ど
の
危
険
物
に
加
え
、
次
の
よ
う
な

も
の
も
凶
器
に
な
り
う
る
と
み
な
さ
れ
、

機
内
持
ち
込
み
禁
止
物
に
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
�

●
小
型
の
ナ
イ
フ
　
●
ハ
ン
マ
ー
�

●
バ
ッ
ト
　
●
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
な
ど
�

��

機
内
持
ち
込
み
制
限
品
に
あ
た
る
ハ

サ
ミ
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
ど

の
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
�

ハ
サ
ミ
や
ナ
イ
フ
な
ど
機
内
持
ち

込
み
制
限
品
は
、
大
き
さ
に
か
か

わ
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
航
空
会
社
に
預

け
る
手
荷
物
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
空
港

で
は
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
や
テ
ロ
を
防
止
す

る
た
め
、
保
安
検
査
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

機
内
持
ち
込
み
禁
止
制
限
品
を
身
に
つ

け
て
い
た
り
、
機
内
持
ち
込
み
手
荷
物

の
中
に
入
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
検
査

に
時
間
が
か
か
り
、
航
空
機
の
出
発
の

遅
れ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
検
査
場
に

行
く
前
に
機
内
持
ち
込
み
制
限
品
を
持
っ

て
い
な
い
か
を
確
認
し
、
余
裕
を
も
っ

て
検
査
場
に
向
か
い
ま
し
ょ
う
。
�

��

航
空
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
航
空

機
の
安
全
な
運
航
を
阻
害
す
る
悪
質

な
迷
惑
行
為
（
安
全
阻
害
行
為
）
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
阻
害
行
為

に
あ
た
る
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

�

平
成
 16
年
1
月
 15
日
か
ら
の
改
正
航

空
法
の
施
行
に
よ
り
、
航
空
機
を
利

用
す
る
人
の
安
全
阻
害
行
為
、
安
全
運
航

を
阻
害
す
る
行
為
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ

す
行
為
、
機
内
に
あ
る
財
産
に
危
害
を
及

ぼ
す
行
為
、
秩
序
を
乱
す
行
為
、
規
律
に

違
反
す
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
安
全
阻
害
行
為
の
な
か
で
も
、
特
に
下

の
よ
う
な
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
機

長
か
ら
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
従

わ
な
か
っ
た
場
合
は
罰
則
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
�

●
化
粧
室
で
の
喫
煙
�

●
携
帯
電
話
な
ど
の
使
用
�

●
乗
務
員
の
業
務
を
妨
げ
る
行
為
�

●
座
席
ベ
ル
ト
の
非
装
着
�

●
座
席
の
背
な
ど
を
所
定
の
位
置
に
戻
さ

な
い
�

●
手
荷
物
の
通
路
放
置
�

●
非
常
用
機
器
を
み
だ
り
に
使
用
す
る
�

●
搭
乗
口
の
扉
な
ど
の
操
作
�

��

安
全
阻
害
行
為
を
行
っ
た
乗
客
に
は
、

機
長
に
よ
っ
て
「
禁
止
命
令
」
が
出

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
従
わ
ず
安
全
阻
害

行
為
を
繰
り
返
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
。
�

�

機
内
で
安
全
阻
害
行
為
を
行
っ
た
乗

客
に
は
、
機
長
に
よ
る
禁
止
命
令
書

が
渡
さ
れ
ま
す
。
�

こ
れ
に
従
わ
ず
安
全
阻
害
行
為
を
繰
り
返

し
た
場
合
に
は
、
到
着
空
港
で
警
察
へ
引

き
渡
す
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
 50
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
�

��

航
空
機
内
で
の
電
子
機
器
の
使
用
は
、

航
空
機
の
運
航
の
安
全
に
支
障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
離
着
陸
時
だ
け
で
な
く
、
搭
乗

中
は
常
時
、
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
も

の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

�

電
子
機
器
が
発
す
る
電
波
は
、
航
空

機
の
計
器
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
航
空
機
の
運
航

の
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
、
航
空
機
内
で

の
電
子
機
器
の
使
用
は
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
�

　
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
パ
ソ
コ
ン
、
携

帯
情
報
端
末
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
、

作
動
時
に
電
波
を
発
す
る
状
態
に
あ
る
電

子
機
器
は
、
航
空
機
内
に
い
る
間
は
常
時

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
電
源
も
オ
フ
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
�

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

電
子
手
帳
、
電
卓
、
電
気
か
み
そ
り
な
ど
、

作
動
時
に
電
波
を
発
し
な
い
電
子
機
器
は
、

航
行
中
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

離
着
陸
時
に
は
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
�
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「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」�

　
　
　
　
　
　
長
岡
展�

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の�

事
業
主
、労
働
者
の
皆
さ
ん
へ�

第
26
回
全
国
歯
科
保
健
大
会
�

「
地
域
で
育
む
ヘ
ル
シ
ー
ス
マ
イ
ル
」
�

新
潟
文
化
祭
2
0
0
5

   ■
パ
ネ
ル
展
示
 

　
11
月
18
日
�
〜
24
日
�
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
 

　
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
 

■
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
展
示
物
解
説
 

　
11
月
18
日
�
 

　
午
後
１
時
〜
１
時
40
分
 

　
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
 

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 

　
11
月
18
日
�
 

　
午
後
２
時
10
分
〜
２
時
50
分
 

　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
 

　
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
 

■
記
念
講
演
会
 

　
11
月
18
日
�
 

　
午
後
３
時
〜
５
時
 

　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
 

　
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
 

「
人
権
の
時
代
と
同
和
問
題
 

〜
私
の
生
き
て
き
た
道
」
 

　
社
会
学
博
士
　
林
　
力
　
氏
 

■
お
問
合
せ
 

　
長
岡
市
市
民
生
活
部
生
活
課
 

　（
�
39
―
２
２
０
６
）
 

   　
企
業
組
織
の
再
編
や
人
事
労
務
管
理

の
個
別
化
に
伴
い
、
個
別
労
働
紛
争
（
労

働
関
係
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
個
々

の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
）

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
個
別
労
働
紛
争

に
つ
い
て
は
、
企
業
内
で
の
自
主
的
な

解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、

第
三
者
に
委
ね
た
方
が
よ
り
円
滑
な
解

決
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
で
は
、
無
料
で

個
別
的
労
働
紛
争
の
解
決
援
助
を
図
る

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

相
談
・
情
報
提
供
、
紛
争
調
整
委
員
会

に
よ
る
あ
っ
せ
ん
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

個
別
労
働
紛
争
の
未
然
防
止
・
迅
速
な

解
決
に
本
制
度
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
 

※
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
所
在
地

は
、
新
潟
労
働
局
総
務
部
企
画
室

0
2
5
―
2
3
4
―
5
3
5
3
に
お
問

合
せ
く
ほ
か
、
新
潟
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
﹇h

ttp
://w

w
w
.n
iig
ata-

roudoukyoku.go.jp/

﹈ 

   　
新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
第

26
回
全
国
歯
科
保
健
大
会
が
「
地
域
で

育
む
ヘ
ル
シ
ー
ス
マ
イ
ル
」
〜
心
も
元

気
　
お
口
も
元
気
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
 

　
本
大
会
で
は
特
別
公
演
と
し
て
毛

利
衛
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
「
歯
と

無
重
力
」
と
題
し
て
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
す
。
 

　
今
回
の
公
演
で
は
、
宇
宙
飛
行
士
と

し
て
宇
宙
で
の
貴
重
な
経
験
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
お
話
し
を
聞
け
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
で

く
だ
さ
い
。
 

■
日
　
時
 

　
11
月
12
日
�
午
後
12
時
30
分
 

■
場
　
所
 

　
朱
鷺
メ
ッ
セ
 

■
特
別
講
演
 

　
「
歯
と
無
重
力
」
　
 

　
毛
利
衛
（
宇
宙
飛
行
士
）
 

　
※
入
場
は
無
料
で
す
。
 

■
参
加
申
込
・
お
問
合
せ
 

　
第
26
回
全
国
歯
科
保
健
大
会
事
務
局
 

　（
�
0
2
5
―
2
8
3
―
3
0
3
0
）
 

   〈
文
化
団
体
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉
 

　
県
内
文
化
団
体
に
よ
る
多
彩
な
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
 

■
日
　
時
 

　
11
月
23
日
�
 

◎
新
潟
県
民
謡
民
舞
大
会
�

　
午
前
10
時
半
開
演
 

　
見
附
市
ホ
ー
ル
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
 

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
代
1
、0
0
0
円
 

◎
能
楽
大
会
�

　
午
前
９
時
半
開
演
　
 

新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
能
楽
堂
　
入
場
無
料
 

◎
詩
吟
大
会
�

　
午
前
９
時
半
開
演
 

　
加
茂
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
入
場
無
料
 

◎
邦
楽
演
奏
会
�

　
午
前
11
時
開
演
　
 

　
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
 

　
入
場
料
5
0
0
円
 

 〈
創
作
演
劇
を
観
る
会
〉
 

●
事
業
概
要
 

　
「
創
作
演
劇
を
観
る
会
」
は
、
地
域

の
独
自
性
を
活
か
し
て
熱
心
に
活
動
し

て
い
る
劇
団
の
成
果
を
、
広
く
県
民
の

皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
 

　
今
年
は
２
日
間
に
わ
た
り
、
４
劇
団

が
個
性
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
披
露
し
ま
す
。
 

 ■
実
施
日
時
・
会
場
 

◎
11
月
26
日
�
�

　
13
時
〜
　
魚
沼
一
座
 

　
14
時
半
〜
　
演
劇
に
寄
り
道
す
る

　
　
　
　
　
　
 
か
い
？
 

◎
11
月
27
日
�
�

　
13
時
〜
　
み
つ
け
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
 

　
15
時
〜
　
素
人
芝
居
大
浦
安
 

■
会
　
場
 

　
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
シ
ア
タ
ー
 

入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
。
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
。
）
 

■
お
問
合
せ
 

　
県
民
生
活
・
環
境
部
 

　
文
化
振
興
課
　
文
化
事
業
係
 

　（
�
0
2
5
―
2
8
0
―
5
1
3
9
）
 

 

�
左
上
　
和
島
村 

小
黒
住
民 

課
長 
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住
宅
に
火
災
警
報
器
の�

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す�

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
�

優
秀
無
事
故
運
転
者
表
彰
�

該
当
者
は
い
ま
せ
ん
か
�

自
衛
隊
生
徒
を
募
集
�

「
平
成
17
年
分
年
末
調
整
説
明
会
」
�

開
催
の
お
知
ら
せ
�

●めざせ、ヤングエンジニア！●�
募集項目� 受　　験　　資　　格� 受　付　企　画� 試　験　期　日�

日本国籍を有し平成18年4月1日
現在、15歳以上17歳未満の男子 

◎採用予定数 
　陸上自衛隊生徒　約250名、　海上自衛隊生徒　約60名、 
　航空自衛隊生徒　約50名 
 
◎教育内容 
　約2年半ないし3年間は陸・海・空生徒とも各学校で一般高校と同じ学科と各種技術の
基礎を学び、この期間を終えると、それぞれ専門的な技術を学びます。 

平成17年1月10日（火） 
　　　　　　　　　まで 

一次試験 
　　平成17年1月14日 自

　
衛
　
隊
　
生
　
徒�

 

    
住
宅
火
災
で
な
く
な
る
人
の
原
因
の

多
く
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で

す
。
火
災
か
ら
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
消

防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

■
対
象
住
宅
 

一
戸
建
て
住
宅
、
店
舗
等
併
用
住
宅
、

共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
な
ど
住
宅
と
し

て
使
用
す
る
す
べ
て
の
建
築
物
 

■
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
期
日
 

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
（
平
成
18

年
現
在
で
既
存
の
住
宅
ま
た
は
新
築
・

増
築
・
改
築
の
工
事
中
の
住
宅
は
平

成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
）
 

■
設
置
場
所
 

寝
室
と
階
段
な
ど
（
設
置
方
法
や
設

置
場
所
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
）
 

■
火
災
報
知
器
と
は
 

煙
を
感
知
し
て
火
災
の
発
生
を
警
報

音
ま
た
は
音
声
で
知
ら
せ
ま
す
。
 

乾
電
池
式
と
電
源
式
な
ど
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。
 

※
火
災
報
知
器
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
！
 

消
防
職
員
が
火
災
報
知
器
を
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
に
思
っ

た
ら
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
 

 

■
お
問
合
せ
 

　
長
岡
市
消
防
本
部
 

　（
�
32
―
2
1
9
0
）
 

 ●
秋
の
火
災
予
防
運
動
�

　
11
月
9
日
�
か
ら
15
日
�
 

 「
あ
な
た
で
す
�

火
の
あ
る
く
ら
し
の
見
張
り
役
」
�

 　
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

　
器
具
は
正
し
く
使
用
し
、
ス
ト
ー
ブ

の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

な
ど
、
取
扱
い
に
注
意
し
て
火
事
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

    　
今
年
も
年
末
調
整
の
時
期
を
迎
え
、

長
岡
税
務
署
で
は
、
「
平
成
17
年
分
調

整
説
明
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

■
開
催
年
月
日
 

　
11
月
15
日
�
 

■
開
催
場
所
 

　
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　（
和
島
村
役
場
庁
舎
内
）
 

　
和
島
村
大
字
小
島
谷
３
４
３
４
―
４
 

■
開
催
時
間
 

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分
 

■
対
象
地
域
 

　
出
雲
崎
町
　
寺
泊
町
 

　
与
板
町
　
和
島
村
 

 

    　
◎
「
里
親
」
と
は
…
 

 　
病
気
や
家
庭
の
事
情
な
ど
様
々
な
理

由
に
よ
っ
て
、
家
庭
の
あ
た
た
か
い
温

も
り
に
恵
ま
れ
ず
に
い
る
子
ど
も
た
ち

を
、
一
時
的
又
は
継
続
的
に
自
分
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
ま
ご
こ
ろ
を

こ
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と

で
す
。
 

 　
◎
「
里
親
」
に
な
る
に
は
…
 

 　
特
別
な
資
格
は
不
要
で
す
が
、
子
ど

も
が
健
康
的
で
明
る
く
育
つ
た
め
に
一

定
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
後
は
、
児
童
相
談
所
の
職
員
が
家

庭
訪
問
を
し
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を
お

伺
い
す
る
な
ど
里
親
と
し
て
適
性
が
審

査
さ
れ
、
知
事
が
認
め
た
方
が
里
親
と

し
て
認
定
・
登
録
さ
れ
ま
す
。
 

　
急
増
す
る
児
童
虐
待
な
ど
に
よ
り
、

以
前
に
も
ま
し
て
里
親
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
里
親
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
児
童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 ■
お
問
合
せ
先
 

　
長
岡
児
童
相
談
所
 

　
長
岡
市
四
郎
丸
町
字
沖
田
２
３
７
 

　（
�
35
―
８
５
０
０
）
 

 

   　
平
成
18
年
の
優
秀
無
事
故
運
転
者
の

表
彰
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

　
該
当
さ
れ
る
方
は
以
下
に
よ
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
表
彰
種
別
 

①
10
年
 
表
彰
　
②
20
年
 
表
彰
 

③
30
年
 
表
彰
　
④
40
年
 
表
彰
 

⑤
50
年
 
表
彰
 

　
過
去
一
度
も
申
請
し
た
こ
と
が
な

い
方
で
も
②
〜
⑤
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
 

■
受
賞
資
格
 

①
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。
 

②
平
成
18
年
４
月
６
日
現
在
、
申
請
す

る
「
表
彰
年
数
」
以
上
の
運
転
経
験

が
あ
り
、
当
該
年
数
の
間
継
続
し
て

事
故
・
違
反
が
無
い
こ
と
。
た
だ
し

10
年
間
の
区
切
り
で
、
10
年
間
に
行

政
処
分
点
数
３
点
以
下
の
事
故
、
違

反
に
つ
い
て
は
、
1
回
に
限
り
前
歴

と
し
ま
せ
ん
。
（
た
だ
し
、
こ
の
条

件
は
飛
び
付
け
表
彰
〈
過
去
表
彰
歴

が
な
く
今
回
は
じ
め
て
20
年
以
上
の

表
彰
を
申
請
す
る
こ
と
〉
に
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
）
 

■
申
請
手
続
き
 

　
平
成
17
年
12
月
16
日
�
ま
で
に
、

免
許
証
、
交
通
安
全
協
会
会
員
証
、

認
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
２
階

総
務
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。
 

■
お
問
合
せ
 

　
和
島
村
役
場
総
務
課
 

　（
�
74
―
３
１
１
１
　
内
線
２
１
４
）
 

   ■
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を
左

表
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
柏
崎
募
集
事

務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
 

　
柏
崎
市
穂
波
町
１
―
36
　
 

　（
�
０
２
５
７
―
24
―
３
０
０
０
）
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